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を (6･a)に代入 して次式がえ られる｡
18和 上 司0日-→iPQ'×司 S)











































































































































轟動項 自体は (22) に登場 しないこと及びそれは (18)から自明の通 jhL;(o)
に由来 し､直交禰空間の中へ直角方向へ伝播 しつつある項であること'■がわかる｡
塞抗力を含む平均の運動方程式が､揺動力の存在するLangevin宜qn.によb

































































こPe-eXP卜 PH)丑 rexp卜 PH)
を採用 して (28)を計算する.

























- 3錘 PjPkβ-2ftdt,JPd}/dlJ0 0 0






朋 p-lJtdl./PdjくJjト im +七つ>0 0
×p(七一も′)
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-fdも,k~ 吊 (t,)firm P(i-もつ,0 (35)
町i七h
k-1由 iim -綱 β-1ipdl<Jj←i缶- )>,
く醐 >-2kPkP-1JPdj.く紳 転 ← im)>e･0
終 りに､当教室清山哲郎教授の暖かいおはげましに対 し､御礼申し上げます｡
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